
ＭｅｄＤＲＡ／ＪをＳｕｐｅｒＨＴ３で活用するときの目的別Excel辞書の作成要領（例） 
Ａ列 Ｂ列 Ｄ列 Ｅ列 Ｉ列 Ｊ列 Ｏ列 

目的 
日本語読み 日本語標準表記 日本語異表記 英語標準表記 英語異表記 解説 分野出典 

① LLT で日日､英英、日英／英日＋
諸情報 

 (LLT のチェック、訳語付与、諸
情報チェック) 

 
 

日本語読み 

 
 

日本語 LLT 

 
 

(自社用語) 

 
 

英語 LLT 

  
PT/LLTの別、コード、カレント情
報、他の ART情報など 

SOC 番号と

分野名 

② PT/LLT で日日、英英、日英／英
日(PT)＋諸情報 

 (PT/LLTのチェック、LLTを PT
に置換、訳語付与、諸情報チェッ

ク) 
 (原語が LLT でも相手国語の PT
を付与) 

 
 
 

日本語読み 

 
 
 

日本語 PT 

 
 

日本語 LLT 
+ 

(自社用語) 

 
 
 

英語 PT 

 
 
 

英語 LLT 

 
 
 
PT/LLTの別、コード、カレント情
報、他の ART情報など 

SOC 番号と

分野名 

③ 日英／英日(LLT) 
 (LLTのチェック、訳語付与) (日本語読み) 日本語 LLT    

英語 LLT (SOC 番号と
分野名) 

④ 日英／英日(PT) 
 (PT/LLTのチェック、LLTを PT
に置換、訳語付与) 

 (原語が LLT でも相手国語の PT
を付与) 

 
 

(日本語読み) 

 
 

日本語 PT 

 
日本語 LLT 

+ 
(自社用語) 

 
 

英語 PT 

 
 

英語 LLT 

 (SOC 番号と
分野名) 

⑤ 日本語文書中の日本語 LLT をチ
ェック。自社用語を LLTに統一。
諸情報は Viewerでチェック 

 
(日本語読み) 

 
日本語 LLT 

 
(自社用語) 

   (SOC 番号と
分野名) 

⑥ 英語文書中の英語 LLT をチェッ
ク。諸情報は Viewerでチェック 

     英語 LLT (SOC 番号と
分野名) 

⑦ 日本語文書中の日本語 LLT をチ
ェック。自社用語を LLTに統一。
日本語 LLTにコード付与。コード
経由諸情報は Viewerでチェック 

 
(日本語読み) 

 
日本語 LLT 

 
(自社用語) 

 
コード 

  (SOC 番号と
分野名) 

⑧ 英語文書中の英語 LLT をチェッ
ク。英語 LLTにコード付与。コー
ド経由諸情報は Viewer でチェッ
ク 

      
コード 英語 LLT 

(SOC 番号と
分野名) 

 
【備考】 
１．①から⑧のいずれでも､ヒット用語をハイライトし、Ctrl+Cでクリップボードにとりこみ、Ctrl+Vで Viewerの検索窓に貼りつけることができます。 
２．⑦と⑧では、SuperHT3

の訳語付与モードを利用します。訳語欄にコードが表示されます。［採用］ボタンをクリックすると、SuperHT3フォルダ直下のMedDRA.txtファイ
ルにコードが記録されます。 

３．A列から O列への記載でかっこ付きのものはなくても利用可能なものを示します。できるだけ付帯情報を入力しておくと「解説表示」の情報が豊富になります。 
４．LLTにない自社用語を日本語異表記欄に登録しておくと、LLTへの統一や、チェックに利用できます。 
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